
はじめてのお花見
（ファミリーパーク宇宙ランド）

３月定例会議
お花見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
ランド）



◆建設課
　※公共土木施設災害復旧費
　・馬門宮ケ野線舗装工事
　※向原大豊町線舗装工事
　・蓑田小林線改良工事
　※中島線改良工事
　※口の坪覚井線改良工事
　・小田線整備工事

◆生涯学習課
　※中学校校舎改築事業費（測量・設計料等を含む）
　・オンライン英会話委託料（小・中学校）
　・学校給食費補助（半額助成）

◆住民ほけん課
　※新型コロナウイルスワクチン接種事業費
　・ふれあい交流センターえびすの湯管理費

◆福祉課
　・結婚新生活支援事業補助（新規に婚姻した世帯に対する引越し費用等支援）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,311万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7,150万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5,350万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,400万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,100万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5,050万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,750万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・  7億1,157万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  301万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,502万円

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5,965万円
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6,667万円

  ・・・  300万円
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３
月
定
例
会
議
は
２
日
か
ら
12
日
ま
で
11
日
間
開
催
し
、
議
員
発
議
２
件
・
報
告
２
件
・
条
例
等

15
件
・
補
正
予
算
９
件
・
当
初
予
算
８
件
・
人
事
案
件
１
件
・
選
挙
１
件
を
審
議
可
決
し
た
。

　

一
般
・
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は
７
人
が
登
壇
し
町
長
・
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

●国民健康保険（事業勘定）
●国民健康保険（直診勘定）
●久米財産区
●下水道事業
●介護保険
●後期高齢者医療

・・・・・・・・  13億337万円
・・・・・・・・・・・・・・  750万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,148万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3億580万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  15億4,733万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1億6,172万円

令和３年度  特 別 会 計 予 算
（千円切り捨て）

令和３年度
上水道事業会計
●収益的収支
　収入 ・・・ １億7,039万円
　支出 ・・・ １億6,557万円

●資本的収支
　収入 ・・・・・・・・・・・・   2千円
　支出 ・・・・・・・ １億28万円

主   な   歳   出   予   算
（千円切り捨て）

中学校校舎改築事中学校校舎改築事業本格本格スタートへ！スタートへ！
令和３年度  当初予算 74億 7,500 万円を可決‼令和３年度  当初予算 74億 7,500 万円を可決‼

中学校校舎改築事業本格スタートへ！

※は３年度  主軸事業Ｐ４～Ｐ５へ

令和３年度  当初予算 74億 7,500 万円を可決‼

◆総務課 　　　　　　　　　（４月１日より新しい課名に変更）
　・公債費（起債に対する元利合計の返済金）
　・区長業務委託料（47行政区長  平均42万円/年）

◆危機管理防災課
　※指定避難所整備工事（久米小体育館トイレ  他）
　・耐震性貯水槽設置事業（下槻木地区）

◆企画観光課
　・地方創生推進交付金（法人に対する交付金）
　・地域おこし協力隊員コーディネート等業務委託料
　・重要遺産調査委託料（相良頼影館跡等調査）

◆農林整備課
　※農業用施設災害復旧費（19ヶ所）
　※林業用施設災害復旧費（18ヶ所）

◆産業振興課
　・中山間地域等直接支払制度交付金（30集落）　
　・多面的機能支払交付金（34集落）
　・えびす物産館シャッター取付工事（東側に設置）

・・・・・・・   6億355万円
・・・   1,986万円

・・・   1,350万円
・・・・・・・・・・・・・・・   800万円

・・・・・・   4,812万円
・・   375万円

・・・・・・・・・  480万円

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   5,224万円
　・・・・・・・・・・・・・・   2億8,350万円

・・・・   1億455万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1億円

・・・・・   94万円

　令和２年度最終議会において歳入・歳出それぞれ5,655万3千円を
追加し88億5,443万3千円とした。
　年度末における予算調整と繰越明許費（17事業）が主である。

●国民健康保険（事業勘定）
　・補正額61万円を追加・総額12億8,563万円
●介護保険　　　　　　　　
　・補正額10万円を追加・総額15億7,600万円

令和２年度  補 正 予 算

（千円切り捨て）特
別
会
計
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令和３年度はこん令和３年度はこんな事業に取組みます!!事業に取組みます!!令和３年度はこん令和３年度はこんな事業に取組みます!!事業に取組みます!!令和３年度はこんな事業に取組みます!!

中学校校舎改築
令和３年度分事業費

新型コロナウイルスワクチン
接種事業

舎改築
分事業費

完成予想図

令和５年９月に、旧多良木高校跡地
に移転予定

４月下旬、65歳以上から始まる
接種事業

農業・林業・公共土木施設の復旧
工事です。

改良Ｌ＝650Ｍ、舗装Ｌ＝350Ｍを
行う予定です。

プレミアム商品券を求めて踏切から国道迄の約350Ｍ改良 中原田団地前交差点から岡原境迄の
約400Ｍ改良

久米小学校体育館トイレ
黒肥地小学校マンホールトイレ

イ
メ
ー
ジ
写
真



く　

ぼ　

た　

た
け
は
る

課　　長

主　　幹

係　　長

一般職員

会計任用職員

13
6
23
113
57

13
4
15
72
11

0
2
8
41
46

0
33.3
34.8
36.3
80.7

女性比率
（％）総数 男 女

職員配置状況（令和３年３月現在）

活
動
に
男
女
平
等
の
視
点
を
据

え
て
取
り
組
む
。

　

本
町
で
の
女
性
管
理
職
の
配

置
や
登
用
の
現
状
は
？

　

課
長
13
名
の
内
女
性
は
ゼ
ロ
。

主
幹
は
６
名
の
内
２
名
。
係
長

は
23
名
の
内
８
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
配
置
・
登
用
の
目
標

や
計
画
な
ど
は
策
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

数
値
と
し
て
の
目
標
は
立
て

て
い
な
い
が
、
町
と
し
て
女
性

職
員
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
行

動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

① 
「
町
長
の
討
議
資
料
」

　
　

よ
り

　

②　

児
童
生
徒
の
自
殺
問

　
　

題
に
つ
い
て

　

③　

球
磨
川
流
域
の
治
水

　
　

に
つ
い
て

　

今
回
、
東
京
パ
ラ
・
五
輪
組

織
委
員
会
前
会
長
の
女
性
べ
っ

視
、
差
別
発
言
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
で
の
日
本
の
後
進
性
を
世

界
に
さ
ら
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
た
れ
た
か
。

　

非
常
に
残
念
で
あ
り
、
日
本

社
会
の
女
性
差
別
の
構
造
的
な

問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
教
育
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コ
ロ
ナ
禍
で
、
県
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
も
出
て
る
中
、
町
民

へ
の
影
響
は
大
き
い
。
郡
内
で

は
全
町
民
へ
の
３
度
の
生
活
応

援
券
の
配
布
や
、
全
世
帯
に
コ

ロ
ナ
特
別
給
付
金
の
上
乗
せ
な

ど
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
。

飲
食
店
の
被
害
も
大
き
い
中
、

本
町
の
支
援
策
は
？

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
１

億
５
千
万
の
財
源
を
活
用
し
た

支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
で
子
育
て
世
帯
の
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
小
中

学
校
入
学
祝
い
金
の
増
額
・
公

営
住
宅
入
居
者
へ
の
家
賃
補
助

・
学
校
給
食
費
の
第
２
子
以
降

の
全
額
補
助
な
ど
を
コ
ロ
ナ
支

援
策
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　

祝
い
金
の
増
額
要
望
が
あ
る

こ
と
は
受
け
と
め
る
。
公
営
住

宅
の
家
賃
補
助
は
、
公
営
住
宅

の
決
ま
り
が
あ
り
難
し
い
。
給

食
費
全
額
補
助
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
数
の
こ
と
も
あ
り
検

討
し
た
い
。

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

男女平等ランキング
前年 今年 主な国の抜粋

アイスランド

フィンランド

ノルウェー

米国

韓国

中国

日本

アフガニスタン
（最下位）

…
…

…
…

…

質
問

質
問

町
長

岡
本
企
画
観
光
課
長

仲
川
総
務
課
長

質
問

質
問

質
問

仲
川
総
務
課
長

佐
藤
教
育
長

　令和３年度から課の統廃合が実施されることに伴い、議会常任委員会の名称と所管事務課

の構成を変更した。

常任委員会も新名称でスタート！発議

条 例 改 正 等

報　告

固定資産評価審査
委員会委員選任同意

任期満了に伴い任期３年
で再度選任同意した。

田 中　靜 雄  氏
た   なか  　しず   お

●多良木町消防団員の定員、任免、
　給与、服務等に関する条例の一部
　を改正する条例
　　人口減少により全国的に消防団員が
　不足している現状である。
　　本町の団員の定数を480名から450
　名とした。

　全14条例案を全会一致で可決した

そ
の
他
の
質
問

●財産の無償譲渡
　　現在、多良木学園は社会福祉法人つつじヶ丘学園を

　指定管理者として運営している。

　　今回、町に寄附された近隣の土地建物を、質の高い

　障がい者福祉サービス提供のため無償譲渡とした。

　　※譲渡した土地総面積約11,486㎡

総務産業常任委員会
　総務課・危機管理防災課・企画観光課・農林整備課・

　産業振興課・税務課・会計室・農業委員会

厚生建設文教常任委員会
　建設課・住民ほけん課・福祉課・生涯学習課

多良木学園多良木学園多良木学園 ナビックナビックナビック



 

質
問

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
そ
の
支
援
は
。

 

岡
本
企
画
観
光
課
長

　

コ
ロ
ナ
対
応
臨
時
交
付
金
と

し
て
第
１
次
、
第
２
次
合
計
３

億
８
８
７
９
万
７
千
円
が
配
分

さ
れ
た
。
国
か
ら
示
さ
れ
た
事

例
を
参
考
に
実
施
計
画
を
作
成

し
取
り
組
ん
で
き
た
。
個
人
や

事
業
所
等
の
支
援
と
い
う
形
で

使
っ
た
も
の
が
３
分
の
１
で
約

１
億
円
で
あ
る
。

 

質
問

　

生
活
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
ほ

ど
、
国
・
県
の
支
援
情
報
が
得

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支

援
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

 

新
堀
子
ど
も
対
策
課
長

　

例
年
８
月
に
実
施
す
る
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
の
通
知
の

際
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

 

質
問

　

該
当
者
は
何
件
ほ
ど
か
。

 

新
対
策
課
長

　

合
計
107
世
帯
が
給
付
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①　

総
合
開
発
計
画
に

　
　

つ
い
て

相
続
等
の
事
情
で
８
件
が
取
り

下
げ
ら
れ
、
残
り
５
件
中
４
件

は
成
約
済
み
、
１
件
は
交
渉
中
、

ま
た
、
新
た
に
売
り
１
件
、
貸

し
１
件
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

 

質
問

　

㈱
ア
ド
レ
ス
が
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
貸
し
て
頂

け
る
家
を
探
し
て
い
る
。
空
き

家
の
情
報
提
供
を
す
べ
き
で
は
。

 

岡
本
企
画
観
光
課
長

　

ア
ド
レ
ス
に
関
し
て
は
空
き

家
を
使
っ
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
を
作
り
た
い
と
い
う
希
望

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
協
議

し
て
い
き
た
い
。

Ａ

Ｑ
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黒
木
教
育
振
興
課
長

　

現
時
点
で
国
よ
り
具
体
的
な

基
準
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
町
に
と
っ
て
有
益
な
制
度
で

あ
れ
ば
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

 

町
長

　

各
神
社
の
例
大
祭
が
継
承
さ

れ
る
事
は
非
常
に
大
事
だ
。
地

域
固
有
の
営
み
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
文
化
が
残
る
よ
う
後
押
し

す
る
政
策
が
必
要
だ
と
思
う
。

 

佐
藤
教
育
長

　

条
例
を
制
定
し
、
維
持
管
理

を
続
け
て
次
の
世
代
に
継
承
す

る
事
は
、
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
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質
問

　

老
朽
化
し
た
住
宅
の
今
後
は

ど
う
す
る
の
か
。

　

継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
地
域
の

祭
り
や
郷
土
料
理
等
を
幅
広
く

保
護
す
る
狙
い
の
「
文
化
財
保

護
法
改
正
案
」
は
、
有
形
無
形

に
関
係
な
く
登
録
制
度
を
条
例

で
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
今

後
導
入
す
る
考
え
は
。

 

佐
藤
教
育
長

　

重
点
取
組
み
事
項
を
協
議
し
、

計
画
に
反
映
し
た
い
。

 

町
長

　

公
民
館
活
動
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①　

町
長
施
政
方
針

　
　

（
広
報
た
ら
ぎ
４
月
号

　
　

参
照
）

地
域
力
の
向
上
に
関
し
て
は
、

個
別
に
計
画
す
る
場
合
、
更
に

細
分
化
し
た
形
に
な
る
と
思
う
。

 

町
長

　

三
つ
の
基
本
は
変
え
な
い
が 

  「
人
口
減
少
に
伴
う
少
子
高
齢

化
、
老
朽
化
に
よ
る
道
路
・
橋

梁
・
公
共
施
設
等
の
社
会
資
本

の
長
寿
命
化
」
等
ま
た
、
地
域

の
産
業
や
雇
用
を
ど
の
よ
う
に

支
え
る
の
か
非
常
に
課
題
が
多

い
な
か
、
昨
年
発
足
し
た
法
人

の
自
由
な
発
想
に
よ
り
、
他
町

村
に
な
い
本
町
の
魅
力
あ
る
形

と
し
て
、 「
大
学
と
の
包
括
連

携
協
定
」
に
よ
る
移
住
定
住
促

進
に
繋
げ
た
い
。

 

質
問

　
「
総
合
開
発
計
画
」の
中
に
公

民
館
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
を
、
最
優
先
事
項
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
な
い
か
。

 

久
保
環
境
整
備
課
長

　

建
物
の
安
全
性
・
居
住
性
か

ら
改
善
の
必
要
性
な
ど
考
慮
し
、

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を
行

っ
た
。
10
年
後
は
管
理
目
標
を

321
戸
か
ら
268
戸
に
し
た
い
。

　

対
応
年
限
を
超
過
し
て
い
る

住
居
面
積
が
小
さ
い
簡
易
耐
火

造
り
の
平
屋
建
て
は
用
途
廃
止

と
考
え
て
い
る
。

 

質
問

　

町
長
が
考
え
る
住
宅
の
整
備

と
は
。

 

町
長

　

イ
ン
フ
ラ
が
集
ま
っ
て
い
る

町
の
中
心
部
に
な
る
べ
く
集
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

質
問

　

町
営
住
宅
を
見
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
お
ら
れ
る
か
。

 

町
長

　

古
い
住
宅
が
多
い
と
感
じ
て

い
る
。
関
係
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
任
期
中
、
な
る
べ
く
新
し

い
住
宅
を
建
て
て
い
き
た
い
。

 

質
問

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
状
況

と
活
用
例
は
。

 

岡
本
企
画
観
光
課
長

　

13
件
の
登
録
が
あ
っ
た
が
、

Ａ Ｑ

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

 

質
問

　

第
６
次
総
合
開
発
計
画
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

岡
本
企
画
観
光
課

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

各
課
で
論
議
し
て
い
る
。
ま
と

ま
り
次
第
そ
れ
を
課
長
会
で
協

議
し
、
議
会
に
説
明
後
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
に
諮
問
し

た
い
。
そ
の
後
、
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
行
い
、
12
月
議
会
に

提
出
し
た
い
。

 

質
問

　

個
性
的
な
総
合
計
画
を
策
定

す
る
自
治
体
も
増
加
傾
向
に
あ

る
な
か
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ

プ
ト （
概
念
）、 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

（
方
向
性
）を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

 

岡
本
企
画
観
光
課

　
「
地
域
力
・
産
業
力
・
定
住
力

の
向
上
」
の
基
本
は
変
え
ず
、

Ａ Ｑ
岡
本
企
画
観
光
課
長

岡
本
企
画
観
光
課
長

岡
本
企
画
観
光
課
長

岡
本
企
画
観
光
課
長

黒
木
教
育
振
興
課
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

岡
本
企
画
観
光
課
長

質
問

新
堀
子
ど
も
対
策
課
長

新
堀
子
ど
も
対
策
課
長

質
問

質
問

佐
藤
教
育
長

質
問

町
長

質
問

質
問

佐
藤
教
育
長

町
長

久
保
環
境
整
備
課
長

げ 

じ
ま

さ
か
ぐ
ち　
　

ゆ
き
の
り

対策が必要な町営住宅

みんなでコロナ対策を !!

公
民
館
活
動
の
推
進
を

文化財の保護へ



 

質
問

　

笑
顔
で
の
応
対
を
、
と
い
う

民
意
に
応
え
る
た
め
の
接
遇
教

育
は
。　

 

町
長

　

私
た
ち
公
務
員
は
住
民
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

る
。 「
笑
顔
で
親
切
に
」 

住
民
の

み
な
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
接
遇
を
目
標
に
職
員
教
育

を
徹
底
す
る
。

 

仲
川
総
務
課
長

　

職
員
の
接
遇
研
修
は
県
市
町

村
職
員
研
修
協
議
会
で
行
い
、

希
望
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
接
遇
マ

ナ
ー
向
上
研
修
も
受
講
で
き
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
研
修
も
実
施

し
て
い
る
。

い　

  

は
ら　
　

 

き
よ
し

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・ 

質
問

　

拠
点
と
な
る
施
設
が
必
要
で

は
。

 

岡
本
企
画
観
光
課
長

　

旧
白
濱
旅
館
の
一
角
で
観
光

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能

は
果
た
し
て
い
る
と
思
う
が
、

拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
第
６
次

総
合
開
発
計
画
に
於
い
て
検
討

し
た
い
。

 
質
問

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の
様
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
方
法
・
場
所

等
で
行
わ
れ
る
の
か
。

 

東
健
康
保
険
課
長

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ワ
ク

チ
ン
は
４
月
26
日
の
週
に
975
回

分
が
届
く
。
６
月
末
ま
で
に
２

回
接
種
で
き
る
量
が
届
く
予
定

で
あ
り
、
65
歳
以
下
は
７
月
以

降
に
接
種
予
定
で
、
町
民
体
育

館
で
集
団
接
種
を
行
う
。

 

質
問

　

接
種
希
望
者
の
有
無
・
問
診

票
等
の
調
査
事
務
対
応
は
。

 

東
健
康
保
険
課
長

　

３
月
末
ま
で
に
調
査
票
を
郵

送
予
定
、
そ
れ
を
把
握
し
て
本

格
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

る
。
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
各
医
療
機
関
・
公
立
多

良
木
病
院
等
の
協
力
の
も
と
職

員
一
丸
と
な
っ
て
接
種
業
務
に

努
め
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①　

町
長
公
約
に
つ
い
て

 

質
問

　

機
構
改
革
の
中
で
歴
史
観
光

係
が
新
設
さ
れ
た
が
、
目
指
す

も
の
は
何
か
。

 

岡
本
企
画
観
光
課
長

　

文
化
財
行
政
と
観
光
行
政
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
行
い
相
良

氏
関
連
遺
跡
群
の
国
指
定
化
を

目
指
し
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ン
ツ

を
観
光
に
つ
な
げ
地
域
全
体
の

機
運
醸
成
と
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
。

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
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と
し
て
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
対
策
だ
と
考
え
る
。

 

質
問

　

重
要
課
題
に
対
し
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
。
具
体
的
行
動
計
画
は
。

 

町
長

　

長
期
的
な
課
題
に
対
し
て
、

熊
大
と
の
包
括
的
連
携
協
定
や

総
務
省
か
ら
の
人
材
派
遣
な
ど

を
つ
な
ぐ
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
」
は
課
題
解
決
の
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
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質
問

　

子
育
て
支
援
住
宅
整
備
の
考

え
は
。

 

町
長

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え

方
で
、
町
の
中
心
部
に
子
育
て

支
援
住
宅
も
含
め
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
場
所
と
し
て
、
旧
中

央
公
民
館
・
休
園
中
の
幼
稚
園

な
ど
の
土
地
を
住
宅
に
し
た
い
。

 

質
問

　

現
在
、
子
育
て
支
援
住
宅
は

何
戸
あ
る
の
か
。

 

質
問

　

町
政
２
期
目
で
取
り
組
む
べ

き
最
重
要
課
題
は
。

 

町
長

　

一
番
に
や
る
こ
と
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
経

済
の
回
復
と
、
災
害
か
ら
住
民

を
守
る
こ
と
。
長
期
的
な
課
題

 

久
保
環
境
整
備
課
長

　

一
般
住
宅
の
鬼
山
団
地
・
下

迫
田
団
地
・
小
田
団
地
等
10
戸

と
子
育
て
世
帯
優
先
入
居
募
集

の
公
営
住
宅
・
小
林
第
２
団
地

９
戸
全
部
で
19
戸
あ
る
。

質
問

町
長

質
問

Ａ Ｑ

岡
本
企
画
観
光
課
長

岡
本
企
画
観
光
課
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

久
保
環
境
整
備
課
長

代
市
・
芦
北
町
を
含
め
た
12
市

町
村
が
協
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
達
成
は
難
し
い
と
思
う
。

「
奥
球
磨
駅
伝
」
で
も
４
町
村

が
補
い
合
い
な
が
ら
強
力
な
地

域
連
携
が
で
き
て
い
る
。
自
治

体
シ
ス
テ
ム
の
統
一
も
デ
ジ
タ

ル
庁
創
設
で
加
速
し
て
い
く
と

思
う
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①　

子
育
て
支
援
策
の
拡

　
　

充
は

　

②　

空
き
家
対
策
は

　

③　

第
６
次
総
合
開
発
計

　
　

画
は

 

質
問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

・
治
水
対
策
・
地
域
復
興
と
い

う
の
は
町
単
独
で
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
。
地
域
連
携
の
考
え

は
。

 

町
長

　

地
域
連
携
は
非
常
に
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
し
て
は

錦
町
を
含
め
た
５
町
村
で
、
治

水
に
つ
い
て
は
人
吉
球
磨
と
八

施政方針への質疑（広報たらぎ４月号参照）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

仲
川
総
務
課
長

東
健
康
・
保
険
課
長

東
健
康
・
保
険
課
長

質
問

子育て支援住宅の小林第２団地

Ａ Ｑ

観光資源に期待の青蓮寺阿弥陀堂

笑
顔
で
対
応
を

な
か
む
ら　
　

ま
さ
の
り

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す



期
待
さ
れ
る　

た
ら
ぎ
大
地

 

久
保
環
境
整
備
課
長

　

69
ヶ
所
の
災
害
が
発
生
し
査

定
決
定
額
は
計
13
億
140
万
と
し

て
工
事
・
入
札
共
に
進
ん
で
い

る
。
応
急
処
置
も
工
事
契
約
が

進
ん
で
い
る
所
に
関
し
て
は
業

者
と
協
議
し
て
い
く
。
情
報
に

つ
い
て
も
地
元
の
方
に
河
川
工

事
の
進
捗
状
況
を
随
時
提
供
し

て
い
く
。

 

町
長

　

最
終
的
に
は
国
や
県
が
決
定

す
る
こ
と
だ
が
、
町
と
し
て
も

情
報
の
提
供
な
ど
協
力
し
な
が

ら
、
地
元
の
方
の
不
安
を
出
来

る
だ
け
取
り
除
き
た
い
。
同
時

に
命
を
守
る
為
の
避
難
の
お
願

い
を
し
て
い
く
。

 

質
問

　

災
害
復
旧
に
お
け
る
中
山
間

地
域
・
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
考
え
方
と
方
向
性
は
。

 

水
田
農
林
課
長

　

多
面
的
の
方
は
、
34
の
組
織

で
広
域
協
定
で
の
活
動
を
し
て

い
る
。
中
山
間
地
域
も
年
に
４

回
程
度
会
議
を
開
き
な
が
ら
、

制
度
の
運
用
に
つ
い
て
も
周
知

し
て
い
る
。

 

町
長

　

今
年
は
災
害
復
旧
箇
所
が
多

く
対
応
が
非
常
に
難
し
い
。
地

元
の
声
を
聞
き
な
が
ら
状
況
判

断
を
し
、
理
解
を
求
め
て
い
き

た
い
。

 

質
問

　

球
磨
川
の
災
害
復
旧
は
進
ん

で
い
る
が
そ
れ
以
外
の
支
流
の

復
旧
と
そ
の
情
報
提
供
は
。

 

質
問

　

山
林
と
林
道
の
被
害
状
況
と

日
頃
の
管
理
体
制
は
。

 

水
田
農
林
課
長

　

林
道
は
、
28
ヶ
所
で
約
５
億

円
の
被
害
が
あ
り
、
３
年
間
で

の
復
旧
完
了
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
管
理
体
制
は
全
林

道
の
現
地
調
査
を
行
い
、
山
林

に
つ
い
て
は
森
林
監
視
委
員
７

名
で
監
視
を
し
な
が
ら
現
在
29

ヶ
所
の
治
山
要
望
を
し
て
い
る
。

 

質
問

　

た
ら
ぎ
大
地
へ
の
補
助
金
が

終
わ
る
が
、
今
後
の
支
援
策
は
。

 

水
田
農
林
課
長

　

町
も
担
い
手
対
策
の
大
き
な

柱
と
考
え
て
、
３
年
間
計
900
万

の
補
助
を
し
て
来
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
支
援
を
し
て
い
く
が
経

営
の
自
立
を
促
す
と
い
う
視
点

に
た
ち
、
補
助
期
間
を
３
年
程

度
と
し
経
営
状
況
に
応
じ
て
徐

々
に
交
付
額
を
減
ら
す
予
定
で

い
る
。

 

質
問

　

法
人
の
安
定
も
展
望
が
見
え

る
の
も
ま
だ
先
だ
と
考
え
る
。

300
万
を
満
額
と
す
る
な
ら
ば
こ

の
ま
ま
の
額
で
支
援
す
べ
き
で

は
。

 

町
長

　

絶
対
に
失
敗
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
業
だ
と
思
う
か
ら

こ
そ
、
年
300
万
の
補
助
を
３
年

間
実
施
し
て
来
た
。
今
か
ら
ど

ん
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か
協

議
し
た
中
で
様
子
を
見
な
が
ら

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

①　

災
害
発
生
時
の
対
策

　
　

に
つ
い
て

 

質
問

　

完
全
復
旧
に
は
Ｒ
５
年
く
ら

い
ま
で
は
か
か
る
と
思
う
が
、

少
子
化
の
中
で
、
く
ま
川
鉄
道

の
将
来
の
計
画
を
考
え
る
べ
き

で
は
。

 

町
長

　

南
阿
蘇
鉄
道
も
長
年
か
か
っ

て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

試
算
で
完
全
復
旧
費
は
総
額
45

億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
関
係
市
町
村
で
８
千

万
円
補
助
を
し
て
い
る
が
な
る

べ
く
そ
の
金
額
を
圧
縮
し
た
い
。

 

質
問

　

く
ま
が
わ
鉄
道
代
替
バ
ス
運

行
が
「
テ
ス
ト
期
間
中
に
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
」
な
ど
の

保
護
者
の
声
が
あ
る
。
学
校
行

事
に
合
わ
せ
て
の
便
宜
は
図
れ

な
い
か
。

 

町
長

　

現
在
、
国
等
の
支
援
を
受
け

３
社
の
バ
ス
会
社
で
上
下
13
便

・
９
ヶ
所
の
バ
ス
停
で
運
行
し

て
い
る
。
年
間
４
億
４
千
568
万

円
の
試
算
で
定
期
券
支
払
い
と

の
差
額
を
国
が
補
填
し
て
い
る
。

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、 

要
請
は
「
取
締
役
会
」
で
今
後

と
も
や
っ
て
い
く
。

 

質
問

　
「
く
ま
川
鉄
道
再
生
協
議
会
」

は
取
締
役
会
主
体
で
、
市
町
村

長
や
副
知
事
等
で
設
置
さ
れ
て

い
る
。
地
元
自
治
体
の
連
携
を

考
え
「
議
会
の
代
表
」
を
委
員

と
し
て
入
れ
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

バス通学の学生たち

Ａ

Ｑ
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Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

質
問

質
問

町
長

水
田
農
林
課
長

水
田
農
林
課
長

質
問

水
田
農
林
課
長

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

久
保
環
境
整
備
課
長

 

町
長

　

あ
さ
ぎ
り
町
に
協
議
会
事
務

局
を
置
き
16
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
県
の
主
導
で
あ
り
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
は
国
土
交

通
省
・
九
州
運
輸
局
を
迎
え
、

出
席
要
請
さ
れ
た
と
き
は
す
で

に
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
シ

ナ
リ
オ
が
決
ま
っ
て
い
た
。

 

仲
川
総
務
課
長

　

協
議
会
開
催
前
に
「
公
共
交

通
担
当
課
長
会
議
」
で
事
前
協

議
を
行
い
人
吉
市
か
ら
の
説
明

は
受
け
て
い
た
。

 

質
問

　

復
旧
費
は
97.5
％
の
国
の
支
援

と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
負
担
金
等
の
内
訳
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

 

仲
川
総
務
課
長

　

国
が
２
分
の
１
負
担
・
残
り

の
２
分
の
１
を
県
と
市
町
村
で

折
半
、
全
体
の
４
分
の
１
が
市

町
村
負
担
で
あ
る
。
そ
の
県
・

市
町
村
の
分
は
「
補
助
災
害
復

旧
事
業
債
」
の
対
象
で
交
付
税

算
入
率
が
95
％
の
た
め
５
％
が

関
係
市
町
村
等
で
の
負
担
と
な

る
。

 

質
問

　

新
聞
等
で
は
Ｒ
３
年
度
以
内

に
一
部
復
旧
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
復
旧
見
込
み
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

 

町
長

　

湯
前
〜
肥
後
西
村
間
の
６
区

間
は
早
急
に
と
は
思
っ
て
い
る
。

な
る
べ
く
早
く
と
は
思
う
が
、

完
全
復
旧
に
は
し
ば
ら
く
か
か

る
。

町
長

町
長

仲
川
総
務
課
長

期待される再生協議会

町
長

質
問

質
問

仲
川
総
務
課
長

復
旧
の
待
た
れ
る
槻
木
の
川

そ
の
他
の
質
問

む
ら　

や
ま　
　

 

の
ぼ
る

お
ち
あ
い　
　

け
ん  

じ



厚生建設文教常任委員会　　文責　落合　健治

ワークショップの１シーン
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　３月の議案審議のなかで、各課への聞き取り調査をして色々な問題が見えてきた。

　久米小学校の今年度の入学者数が３人というショッキングな数字から見える少子化問題や７月豪雨・

コロナ対策そしてリサイクルの変更等の調査の中で地域のコミュニティーの在り方の協議や、現在の47

行政区の区割りの在り方やその公民分館活動の重要性を論

議した。またいわゆる「赤字経営のえびすの湯」をはじめ

とする、老朽化した中央公民館・休園中の幼稚園等々をど

うすべきかの課題がある。

　この問題は将来必ず大きな問題となるものや、これまで

財源等の問題で先送りにしている問題である。

　この様な課題は一常任委員会の問題でないことは言うま

でもないが、今後議会では「どうすべきか」を議員間で協

議していかなければならない。

総務産業常任委員会　　文責　猪原　清

　公立多良木病院は令和２年度が最終年度となる「改革プラン」を推し進めてきた。平成24年度から赤字

に転落し、28年度は特殊事情により一時黒字になったものの令和元年度まで赤字続きとなっている。

　これまで病院は、関係４町村を経由して令和２年度３億５千万円（年額）の国からの交付税措置を受け

ており、医師不足の現状ではあるが、まずこの

赤字を少しでも減らし、黒字化するために大島

企業長を中心に「病院改革」に取り組んでいる。

　今後、地域にとって必要な病院をどうやって

存続させ住民の皆さんの期待に添える病院とし

て病院・開設者協議会の町村長そして議会人の

我々が力を合わせていかなければならない。

公 ⽴ 病 院 は 今・・・・⁉

推進機構発足からこれまでは？

昨年10月に任意団体から一般財団法人に改組されてから、地域活性化の要として

　　　１．「多良木産品」の商品高度化と販路拡大　２．外部と地元の人材交流・学習・

　　　　創造の拠点づくり　３．起業することのできる人材育成に取り組んできた

具体的な成果は？

１．農業者向けにＳＤＧｓの基本的考え方や背景を学ぶ場を提供し、また東

　　　　急エージェンシーに協力をいただき優れた「多良木産品」を全国に広めて

　　　　いただくことで販路拡大の確かな足掛かりを作ることができた。

　　　２．ＡＤＤｒｅｓｓやＤｅＮＡと連携して子供たちに対するプログラムワー

　　　　クショップの場を数多く提供することができた。

　　　３．熊大の田中准教授の研究室と南稜高校生により「町の魅力は何か」を考

　　　　える場を作ることで高校生が地元愛を再認識するようになった。

　　　等々、数多くの事業を正味３か月でやってきた。さらに、財団ができたことで何よりも４人の雇

　　　用が創出された。

今後は？

新年度は大学や企業との連携をさらに深めることによって、全国的な横展開が可能となる新た

　　　な地方創生モデルの構築に向けてその第一歩を踏み出

　　　したい。

　　　　強調したいのは、個々の事業の内容ではなく、財団

　　　設立によって大きな変化が生じた、という事実。

　　　法人格を持つ財団設立によって団体の意思決定が速く

　　　なり外部の企業や大学と柔軟に連携できる体制の基礎

　　　が作られた。今後はこれまでの実績を足掛かりとして

　　　さらに安定した体制作りや人材育成に努め、財団が安

　　　定した経営の主体になれるよう行政機関、大学、企業、

　　　住民とのネットワークを強めていきたい。

想いを語る
明石代表理事

球磨郡公立多良木病院企業団議会　文責　林田　俊策　

人吉球磨広域行政組合議会　文責　落合　健治　

　広域行政組合とは、市町村のし尿処理施設（アクアパーク）ごみ処理施設（クリーンプラザ）リサイク

ルセンター、最終処分場（二ヶ所）市町村の火葬場（人吉・免田・水上）の管理運営をしながら、人吉球

磨全体で協力し、住みやすい生活を支えていくためにできた組合である。

　今回の豪雨災害で、人吉球磨全体が甚大な被害を受けた。組合のアクアパークも水害をうけ、Ｒ３年２

月復旧まで、し尿処理ができず代替え処理に２億２千万かかり、クリーンプラザは、災害ごみ搬入で例年

比730t増の23,740tの受け入れを行った。

　災害の中、トイレが使えない！ごみを満載したトラックの行

列が続き、片付けられない光景は、記憶に新しい事だと思う。

日頃気にもとめない、トイレやゴミ出しが、いかに生活に重要

か痛感した方も多いだろう。災害をかわす手段は、なかなか見

つける事ができないが、ライフラインを守るべく、組合の全て

の関係者が一丸となって、これからも対応していく。

７⽉豪⾬で被災して︕

たらぎ議会だより 第119号

復旧したアクアパーク

改革を進める公立多良木病院 （病院ＨＰより掲載）

子供達の未来を考える

リニューアルされた
     地域の防災拠点︕

　平成29年７月１日に始まった、上球磨消防組合本

部庁舎等改築工事が約３年９ヶ月の工期を終え、令

和３年３月31日に全て完了した。

　総事業費は約13億2,300万円で、訓練・駐車スペー

スの中央にはヘリポートが配置され地域の安心安全

のための拠点が完成した。

　総合落成式は令和３年４月27日に執り行われる。

上球磨消防組合議会　文責　猪原　清　

７⽉豪⾬で被災して

地域の安心安全のための拠点完成



　

「
お
お
ー
い
!!
」
あ
つ
ま
れ
の
声
が
聞
こ

え
る
、声
の
主
は
我
ら
の
大
将「
と
み
し
ゃ
ん
」

で
あ
る
。
集
ま
る
場
所
は
い
つ
も
の
村
は
ず

れ
の
「
堂
さ
ん
」
椿
の
古
木
の
前
と
決
ま
っ

て
い
る
。
勿
論
お
な
ご
大
将
？
い
や
失
礼
女

性
の
リ
ー
ダ
ー
も
い
る
、
時
間
を
置
か
ず
し

て
12
～
３
人
が
集
ま
る
と
直
ち
に
幹
部
会
が

開
か
れ
今
日
の
遊
び
は
「
陣
取
り
合
戦
」
に

決
ま
る
。
男
女
混
合
チ
ー
ム
２
班
に
分
か
れ

す
ぐ
さ
ま
戦
い
が
は
じ
ま
る
。
ワ
イ
ワ
イ
・

ガ
ヤ
ガ
ヤ
実
に
賑
や
か
で
あ
る
。
夕
闇
迫
る

こ
ろ
「
や
む
る
ぞ
～
！
」
の
声
で
三
々
五
々

家
路
へ
と
向
か
う
。
何
十
年
ぶ
り
だ
ろ
う
？

小
学
校
の
前
を
通
り
幸
野
溝
沿
い
に
約
３
km

位
の
昔
の
「
集
合
場
所
」
を
訪
ね
た
。
椿
の

古
木
こ
そ
無
か
っ
た
が
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

石
段
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
ひ
っ
そ
り
と
静
ま

り
返
っ
た
静
寂
の
中
で
昔
の
事
が
、
走
馬
灯

の
様
に
甦
っ
て
は
消
え
た
。
ふ
と
思
っ
た
、

こ
こ
に
来
る
ま
で
子
供
た
ち
に
誰
一
人
と
し

て
会
わ
な
か
っ
た
事
を
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
な
の
だ
ろ
う
か
？
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
や

ネ
ッ
ト
等
に
興
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
時

代
の
流
れ
と
言
え
ば
そ
れ
迄
だ
が
、
本
当
に

そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
議
会
議
員
と
し

て
、
寂
し
さ
と
不
甲
斐
な
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
た
。
少
子
化
の
流
れ
を
止
め
る
施
策
も
功

を
奏
し
て
い
な
い
！
少
子
化
の
中
で
、
新
学

期
が
始
ま
っ
た
。
子
供
た
ち
の
歓
喜
の
声
が

聞
こ
え
る
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
全
議

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思

い
つ
つ
「
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
を
後
に
し
た
。

           　
　

（
文
責
　

中
村
　

正
德
）

広
報
特
別
委
員
会
　
　
　

 

◎
林
田
　

俊
策 　

中
村
　

正
德

〇
源
嶋
た
ま
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坂
口
　

幸
法

　

猪
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清 　

落
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健
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多良子

多良子

「入学が３人てな!?」

多良子

多良子

多良子

球磨雄

球磨雄

球磨雄

球磨雄

球磨雄

こん前「小学校の入学式」のあったごたんネー

こん先にゃー学校はどぎゃんなっとじゃろかー 心配ネー

なんてな　久米はたった３人てな!?私どんがときにゃー何倍て
おったごたるばってんネ。

そいがたい　久米小学校の入学生は３人で黒肥地が21人柳野
分校は２人で多良木は44人の全部でたった70人ばい。

少人数ちゅーとも良かところもあっばってん、またこん１・２年
でどぎゃん、こぎゃんじゃなかろばってん「複式学級」とか「統
合問題」やら久米にかぎらず話の出てくっどナー

そーなーまずこん状況ば把握して人口がこいからどぎゃん減って
いくとか、そぎゃんなれば今の生活はどぎゃんなっとか、そして
どぎゃんすればよかとか、みんなで話あわんばんよナ。

じゃっとたい、そらー地区のリサイクルんごたっことも、みんな
でこいから先どぎゃんすれば良かかひといひといが真剣に考えて
「知恵」ば出さんばんよナ。

子どもはおらんし年寄りばかいになれば今までん事はいかん事

なっよね。どぎゃんすればよかろかネー

ほんとバイ　私どんもどぎゃんすれば良かか、「子供ば真ん中に
おいて」みんなでまず、話あわんばんよネ。

ほんと、おいもひったまがったばい。

委
員
会

令
和
３
年
４
月
2

『ピカピカの一年生』久米小学校
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